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衛 生 局 1 2 1 ^ ;> f

H i一 ・蝣> W ' 1 3 1 2 3 2

建 設 崩 1 4 1 6 4 7

市 民 柄 院 1 3 語

消 防 威 i 。 1 0

交 通 }る 1 2 ,s 2 2

水 道 痛 1 8 3 0

教 委 寧 頻 尿 † l 2 1 4

虹 愛 考も務 痢 1 3

選 管 教 務 }議 1 3

戯 姿 勢 務 }鵡 1 5

計 5 6 1 7 1 2 4 2 9 7
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2　歴代市長

代 氏 名 就任年 月日 退任寒 月 E3 代 氏 名 就任年月 日 退任年月 日

1 杉 村 大 入 坤 増 2 . :i. 6 賭 2 6 . 7. 9 1 0 山 隈 康 姫 9. 5 .1 4 昭 1 7, 5 .1 3

o 松 崎 為 己 '/ 2 6 . 9 .1 5 〟 3 0 . 8 . 2 l l 平 野 舷 起 // 1 7. 6 .2 6 " 2 0. 8 .1 0

3 早 島 格 // 3 0. 9 .1 3 大二 2 . 1.2 0 1 2 石 坂 繁 '/ 2 0.1 0 . 〟 2 1. 3.l l

ヰ 山 門 簸 W 大 I 2, 4 . 2 // 乱1 0 .1 0 13-14 福 門 虎 亀 〝 2 1. 6.1 4 '/ 2 8 . 2. 9

5 依 喝 昌 や 、 // 4 . 1.1 4 " 6. 9 . 3 1 5 佐藤魔佐男 '/ 2 3 . 4 . 7 // 2 7. 3 . 7

6 佐 柳 藤 太 " 6 .l l.2 0 " 1 0 .l l.1 9 16 林 田 正 治 // 2 7. 3 .2 1 〝 3 1. 2.2 3

ア 高 橋 守 雄 // l l. 1.1 9 // 1 4 7.1 3 17*18 坂 口 主 税 〝 3 1. 3 .1 5 〟 3 8. 1. 4

s 早 島 知 己 " 1 4 . 9 .1 4 昭 4 . 7` 速 19.却 石 坂 繁 // 8 8 . 2 .1 5 // 4 5,l l.2 6

9 山 門 味 ー 昭 5 . 2. 5 " 9. 4 ,1 6 2 1 墨 子 敏 雄 〝 4 5 .1 2 .2 1 在 任 中

3　職員数
し!347. 4. 1硝在1

区 分 定 数
現 尻 数

吏 員 そ の 他 計

市 長 事 務 部 局 2,84 9 2,複2 1 4 1 5 2,8 3 6

議 会 事 務 局 2 6 2 2 0 2 2

選 挙 管 理 費 農 会 審 務 局 o o 2 1 0 2 1

監 査 審 務 局 14 l l 0 l l

教育変飴 柳 及び学桝 紅教育機関 6 7 9 6 00 5 9 6 5 9

公 平 登 風 食 事 務 局 5 5 稔鞄妙聯 )、0 5

消 防 局 3 7 8 3 7 4 1 3 7 5

鹿 叢 委 農 金 歯 務 萄 2 7 2 凌 0 24

交 通 局 1、0 0 の 7 7 8 1 3 5 9 13

水 道 局 3 6 8 3 0 6 40 34 6

針 5,3 6 8 寸.0 f)丁 6 5 0 5.20 7

4　給　与

弼　部那載轟給料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(削7一連, 1覇王)

区 分 給 料 風 教 i 平 均 年 令 芸 能 年 数
tvi

部 局 別 激 痛的封 濃 低的 )i 乎 瑚 瑚

千 主 事 ヰ 朱 宣 1 7 0,0 0 0 丁.1 0 0 8 0,8 1 3 3 S } 6月 1 2キ 0月

議 会 事 務 局 ま5 2 ,3 0 0 7タ2 0 0 9 0 ,2 6 8 3 7 ' 且壕q 2

選孝管理憂慮愈事務喝 且2 7,8 0 0 壇1,1 0 0 7 8.9 3 6 3 6 サ 0 1 2 '

監 査 車 券 局 1 2 5 ,3 0 0 ? 0,0 0 0 9 4 .1 I S 4 1 - l l

教 育姿 見 会 事 務 局 1 5 8 .2 0 0 3 7,1 0 0 8 5 ,1 3 0 3 S ・ 6 1 0 - 8

済 位 や 1 3 0ナ3 0 0 3 9,7 0 0 7 7,呈8 0 3 3 蝣 1亡. 6

盛 業委 員会 事 務 局 1 2 0 ,6 0 0 3 ?か王0 0 8 6 ,9 0 0 3 8 蝣 1 5 蝣

交 通 局 1 5 0,0 0 0 3 7,1 0 0 7 9.5 8 2 蝣1 0 . 寸. 5

演 義 局 1 6 0,8 0 0 竣2,5 0 0 9 5ナヱ0 寸1 - 1 1 寸

・てご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・

区 分 … 等級 の号俸 V? f.i i] g ,-ip.

高 校 卒 官等銀 座号俸 37,100

東 大 卒 7 0 7 41.100

大 学 卒 6 3 5,500
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時　特別職の給料及び報酬

;一 蝣蝣蝣)・ 給 料 月 額 伊.3) 適 用 年 月 日

市 長 3 1 0, 0 0 0 一 顧 鵬 1 臓 川

助 役 2 逢 0 , 0 0 0

収 入 役 2 1 0, 0 0 0

常 勤 . 監 査 委 員 ま 6 5, 0 0 0 聯 D4 6 年 5 月1 日

企 業 管 理 者 1 8 5. 0 0 0 〟

教 育 長 1 5 6, 3 0 0 昭和4 7 年 7 鋸 「娩放1等組 召

,iv;i 7.iけ∵ぐil_:

分 韓
E
別　　儀　的)

:喜二LIJ㍉'%蝣'蝣蝣--'l'三を　す;-ド.'riしい・、 I-、 :. ∴T^V;けItさ　　こ　　　　しL Ji- :;;;-V;'!

市議会議農から選任され漁監査委員
数-:? i}- L-し,:ニー~v ij、 LI二

子K aJ U;< ,vr'一-・,

公平委員会登最長

I:十を[,I;Ti u

山`k」j'L沌'蝣:fIノili】走査こ　己一主こ　貢

と軽挙　　」-u ;-さ.きU i-上

漢;fi f≡~ iiヒ」 ii-;蝣": -*・;員

臨時に選挙管理要員に充てられた補充員
投票管理者
網票管理者
選挙長
i¥-'',". ': :t i、

i¥¥!'!'∴: :: `、
選挙立会人
盛業委員会会長
幾業委員会の副会長、部会蔑及び副部会長
盛業委員会の部会委員
農業-さ鉦.Iこ∴-K. "・、 iI'.-;-'、 i ll

度区長
盛業共済損害評価全委員
彪業共済連絡員
Pi K :'ミ=}瓦-tu

水防協議会委員
建築審癒全委員
土地区画整理審議会委員
土地区画整理法による評価員
住居表示審議会委員
都市計画審議会委員
羊n f¥薪It沌;::,!V;"、:きよ-i

保健所運営協議会委員
∴蝣,';&††r--.-ミ　Ci

捕獲犬評価入
婦人相談員
:覇民健康保険道営協議会委員
羊iyミKef「　Li

社会教育指導員
公民飽運営審議会委員
樽物館協議会要農
その他の非常勤の職員
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(4)　施　S・
自昭45.4.17改IE)

区 分 鉄 道 常 船 常

轟
「f 当

( よっ冒)

宿 泊 料

i -Ti .." ^ ^
I-1''t'蝣V"1

r ‡夜笠)
甲地力 乙地方

考 避常の等級を2 遅暦の等級を3
門 円 Fj i.:一.ヨ 狗

1

市民 e助役 階級に区分する 階級にl讃.-P分する
1 5 ltユ5 0 5ー5 r川 4,7 0 0 1,1 5 0

取九役 線路にあっては

上級の運賃

避慾の等級を設

けない線路にあ

-1蝣'':!蝣" v蝣 ・' f

2 等船債、 2 階

級 に区 分 す る

船舶にあづてほ

2

企業暦数者

jPl 8 5 4,1 0 0 箆5 0 0 8 5 0
等及び3等

級以上ay職

務 にある者

''.蝣, 蝣'I'

串に要する選管

>' ,.''.)"・'蝣]> .7 <蝣r
金を徹する客率

を遊行 するもの

に」=る旅行をす

る場倉には、特

別車両料金

上級の船祭

ただ し、鉄道連

絡船にあっては

鉄道常にfa]じ

3

4 等級及び

5 等級の職
務にある者

6 等級の職
務にある者

9

,s

7 0 0

5 5 0

護4 0 0 2 9 0 0 7 0 0

媛

5

2 ,7 0 0

i

2 ,4 0 0

i

5 5 0

i

7 等級の破

餞にある者

避鷺の等級を 2

階級に区分する

線路にあっては

下級の運営

選管の等級.を設

-'.''"蝣・蝣Ir-':.. '蝣''

りてほ、その豪
辛 :蝣: .)!蝣蝣章

遜J皆の等級を3

階級に区分する

船舶にあっては

:弓等船臥 2 階

級に区分する船

舶にあっては下

級の船筋

fL二だ し、鉄道適

格船にあっては

鉄道菅にII じ

、 ・ 、

l　急朽料金は杵道川0録飢-.、格別患榊摘融昌迄3 0 0km以上の機会支給する

、

の地物noim

3　「溌業管汲肴等uJ kは,会食管理者及び常勤の監産別茸をいう

ヱq-



5　基本構想

(1)目　的

この姦本構想は、無本市将来の望ましい都市像およびこれを達成するための施策の大網を定めることによ

り,総合的かつ計画的な行政の運営をほかることを酎勺とするO

砕　目標年次

こoJ,し本代&!;i:、 IWftHS Or悶.・[慨叶LI一寸'<T'。

碍　発展の方向

ア　地位と役割

本市は.九州中央の歴史ある城下町として知られ、行政,教育、経済の管理都市として繁栄してきたO

近年,産業経済の発展と交通通倍網の発達は、自家列島の様相を-愛しつつあり、わが国は、高速化、

都市化,情報化,そして国際化の時代と呼ばれる新しい未来に向って大きな転換を遂げようとしている。

こiO Lう-'_こ十i*ォMしま、 ¥.-J,、く間発が遅iiナ',十、-こ->、-・-,j--j上州に、汗ト'~叫.軽　もたらこ: -1し_して_†-il、

従ってまた,本市は、その位露的有利性と,土地,労力等の発展可能性を31ネルギ-として新たに飛躍の

時期を迎えようとしているO

ここに本市は、開発の始動条件の整楯、資源の活胤管理諸機能の充実および環境の保全をばかり,地

郷党の主導的使命を果たし、市勢の伸展と市民福祉の増進に努め、もって健康で明るく,豊かな、そし

・　~こ辛い主な巾L」＼:L上ii'lハし叫vliざ寸トーうで:夢.、・^。

イ　将来の展望

U? '蝣＼　L一一】

呂療年次における現市域人口は,約6 0万人と推定されるO

亡、i ii'ii.態構造

目標年車における泰市の就業人口は,約3 0万人,その産業別構成は、第1次産業2%,第2次産業

3 2%、夢3次産業66%と推定される。

ウ　都市像

_ト'吊、:f'iLo&叫、;亡iKV-i '小j.1. I慨r-,- 」/,-さ　　けも　＼し'-.t∴寸、ミh一蝣よしL~・「二

①　線と水にかがやく明るい福祉都市

.幾かな緑と水を生かして生活環境を整備し,積極的な社会開発により社会福祉を充実し、安全で平和

な、軌ir-T'朝、い一主浩　　三　こ、写、 hE川.U]->:lhJlヂ:UU-トト:一、。

・.21、叫fIl与.-.'- V ^-!享'蝣-( t'ii-'山

東しい自然と伝統にはぐくまれた文化をより替り高いものとし,学術機能の集轍を高め,平和に寄与

し国家社会に貢献する人間を触する風格ある文教都市を形成するo

LS・;,', 'i」二∴i'、!/_中日H:?t>川ニL11j

交通通信施設の整備を基幹に,情報の交流を嵩め、産業経済の繁栄をばかり、行政的および経済的管

理諸駿東の拡充強化に努め、活力にみちた両区管瀬を都市としての発展をほかるO

エ　土地利用梼旗

K ill 。r'かこtト千二自然。職fiU 'i.朝jl.iこOftll,'.!、.I_I_い*) Yf"柚.+t廿.をふ=t :こ--.、・-1、酎帖げこ糾柑イ車阜弓由LL 、

一一:-ill　--



健康で文化的な都市としての調和ある発展と秩序ある形成を目ざして次のように地域の用途を区分するO

①　住居用地域

中央および東部#北部の適地ならびに西部欄部の一部を主たる住居用地域とするO

住馴〕地域については、すぐれた属催環境の確保に努めるO

また,過当な地区を文教地区に指定して学校施設の環境保全をほかる。

②　商婁用地域

交通至便な都心部および各地区の拠点となるような市衛地を商業用地域として商某の振興をはかり、

-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

なお、適地を選び流通業務地区に指定し、物的流通施設の整備をほかるO

③　工兼用地域

臨海部および内陸部の適地を選んで工業用地域とし,工業の東卵13活動地域としての整備をはかり.

散在する申/1、工場の団地化および都市型工業の立地を促進する。

③　農業用地域

その他の地域は,おおむね農発振興地域とし、農黄基盤の整備と優良腰地の保全に努めるO

絢　施策の大綱

ア　市民生活

市民射系の安定8向上をほかるため、次の施策を積極的に進めるO

お　コミェニチイ

コミニティ施設を適正に配置し,この施設における市民相互の接触と活動をとおして,自治意識の

高揚凱まかり,社会教湾の普及徹域と梱まッて、農に鼠繍な住民自治の芙現を目ざすO

㊨　注　　　宅

亨遥三宅常澄動向に対応して、施設の鼠魚を且担蒋1住宅から接1室に進めるO

申党部について毒.豊も甲高感住宅の建設により職住近凱土地の高度利用をばかり、馬込畜生について

は、校宅地の触発により離子な環境下における住宅建設を鮎経するO

・、3　-n†r?:二

増大する那弓の烹適温抱こ対しては一市民の馳確保するため,軌勾交通級脱のより効率的な大義

輸送機粥への移行なはかるo

f5民勧告の安全と利便の磯鼠のため,生活道路の整備とあわせてY交通事故軌とこのための歩翠道分

離等交通安全施設の拡充敷梅に努めるO

④　公園緑地

全市に護ったり頒線地の適正配置と面積の拡大をほかる0

線の保存と帝成および慶かな水の保全摘溝によって閥と水の勘の声偽を執るO

⑤　保健舟後

市民の健康を悌絡Lwるもせ活を確保するため,予臥相談、汚感等の健康管澄体系を充実射ヒす

るととjも紅市郎臓等との緊密な協力により、市民の健臓増進および保健思惑の向上を星豊かるO

⑥　清　　　掃

一一一∴ミ1



社会情勢の変化に対応し,合理的な計画舵より、贋魔物をすみやかに、かつ、触的に如聾する。

cr 。'蝣蝣"-　　','.'-

市民の健康を保護し射畜環境を保全するため,公害基本法の主旨にのっとり、公害防止の諸施策を

積極的に推進する。

、、F ffL淵nfi`lit

E~糾い　に:こ叶'蝣{∴ 、汁潤L主r.V、さ.:.?蝣PilfL'-　粧し.滑t(f!iK護に努め・-:三、L.

イ　文教・福祉

すぐれた市民を沓成するととも牧恵まれない人々を濠もるため,次の諸施策を実施して、文教,福祉

^-tiil ∴:-l・、 ~∴1

CP '対こ:L㌢(Ti

明日をになう健全な市民帝戊のため,激賛環境の整備に努めるO

義務教育および幼児教育については,人口分布の変動に即応して施設の規模およこ欄己露の適正化に

努め、教育者の瞥質向上および施設内容の改善充実をばかるO

高等学校については、教湾内容の多様化・高度化の要請に対応して施設の増設および充実をほかるO

大学および研究。調漉機関の新設・拡充を促進して学術研究機能の充実をぼかる。

②　社会教育

汗!;さftli H:,;;・よう蝣.蝣・fi;'j如LL 、 A-I-漢_敷Tl<　酎u・にt蝣*、十二IL.

jミK耐i ・ ;川　　・欄,∴一'蝣」Sに、il_・ォ-'tr.・;t灘rh高11刺子_・∴と　して、 bi¥y) i;'!--・蝣',;二即し　LiUi'、_j一主't.軽

う蝣-'11いL、, 11、 ㌔_'う:町ol--ト二、。

③　市民文化

.

文化諸放逸を整備し,開発と煉禅の調和をばかりつつ文化財の保護に努め、市民の文化活動をとお

して仏性:ト-> Iill.亡て11A鰍JLjー圭,

^　亭h:.-さ†i'iVifit.

明るく健康な市民生活の確保を目ざして、児姦福紘老人福祉の充寮をはかり、心身障害乱母子

麺、従十こよこ、1・りリー'll'ifi'Tli!'け　任　柵L,"ヽ†-＼ナ、

、　　　一

投等、福祉施設の整備をばかり,各種社会保障制度の拡充に努める。

り　産業経済

mかなlijKI一活と-:トit_】し,つ驚、Tt".蝣ti e二して∫さk削ttfの払叫　亡Jj、'^ ---蝣*・-、、　　＼いtfVi声11.'"-汁蝣Vi-　「

動向を考慮しつつ,本市の特性を生かし次の諸施策を論じる。

①　商　　　業

商業機機の整胤協業化も共同化の推進等近代化の諸施策を進める。すなわち、舶心恥および周辺

部の適地に、それぞれ魅力ある商店稗の形荻をはかりVまた、物的流通施設の整備を促進して広域流

通枚髄を充策し,国内販路の拡張を促進するとともに海外貿易を振興する。

②　工　　　業
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木石&i)j胤?)臨海恥おユこ1内陸部に_T,判、JitftLr>}{ら熊幣..'鴨をば}:、h、 litr-i:a:策'XGJtit'1.出社し..あ

わせて関連産業を誘発して既存産業に相乗効果をもたらす非公賓型のエ兼の脅威・導入をばかり、太

1州(--.態、'1-輔しいi封J i二し'こし蝣v;帥亡を卜i 'i*・.計。

③　観　　　光

糾、-Lも了;!ijト'1恨汚-、間発およびf.うijiiit妹:']にfitAiして紬＼し汀L.刺けK-:I;:t-う、tl , 、トト経て: : iiij(L',、i y v

--ジョンに活用Lv観光諸施設の登機と新たな観光価値の再発見に努め,観光拠点都市としての機

能を強化するO

漣　!vtfそこ*k>Tf-1℃

}l'-t態し^'j-一叶叶い.:j上y >"il rv->叫朴吋.'転を目途と'L , ≠　態m^拭熊I'")*蝣蝣Cffil'.:;蝣+-'-、El 、 jT-、ト1_トでt:_巾闇

蝿　乳全に努.＼'、、 Sill　と!蝣・'、Ftlでこし">Vyv:午.蝣I.-J.、し;二、　と代fLさこい　川:.ttk>いJCY I-¥---r>二¥.七、∴`荒せハ

吋t:りに即応でさ.三lT王K-Py -くりを恥*.-一蝣*蝣*。

t'l'ji代、蝣^ 1.1K^】t_tにミL.TL∴してi: <>汁い山、-X叶tL'、肘坤で蝣蝣;t -ん、

⑤　中小企業

~-トib甘、たしn ^・卜~flY沖　中小、Ll「t;二　、いては、浬ruい瑚瑞・iiL:こき、すき:二で、 -二、.i/、う紺~里L、 fitLilA-

iい;、.トでこ'i'i>r、〕 Lll二言i Hv-一一蝣^蝣蝣iilLをほ:当1-""'。

⑥　労働力

惟車~'こ一Ii川'功し-'~、tL二h'i・'i二t'l-.'蝣、 :極・h'l-:、.3_柵! IlL'""iA川で一°は十∴二二・　号iTk':、H'i卜叫∴ il畑土し、 ql㌣蝣,'蝣'','TfL!!"C^

び虹技帝および技能の臥Lに努めV　もって,本市の九州における経済の中核的地位を高める。

エ　都市基盤

発案した中枢管理級能,健巌で文化的な市民生活および効率的な都市活動の基礎となる都市基盤の整

蟻　:し-二だ'∴へ　こらで-_`テ:捕--'蝣-。

①　怒横地開発

†.:汁)1∴　~・　Tkヰ　ニーiJこ,テV,,ilJ∴,~ま、二t'iい).J∴L・一、・、 [b山Ill上してし'淵・j発、主∴＼恥J-lllfil-l一也の州冊ろ・f rt ^

こ・トモI、FiYiI'j*ざ　屯:二さ、_.:い一二は、 __;_也.く.純号、¥;r!i !蝣蝣'-　赦して.i二こ　てこ・;中;曙叫.と_ Lこ'_輝けこげ.こ>rLVi!-n言ミ{-)

fj^.-'s'千,・∴二V,(i　=一一・心　　二亨!二・'"'j主.押∴二. i~.1桔梗　十,''"(..日L.こい三、也'蝣S,∴い、-二、二亡、恥糸f",Y> ';一甘推し

た　'亡∴三　　Tri放散/:- ・11i LvlillL^さツーこか。

②　文通運輸

1　7:(蝣;蝣.ff.-.二ti : ∴":"')管l断　種を守・、革'.汁-p舵/';測トLr　∴、て・、、　封棟.,tト主~_互/.pこ　こ、 IN.I山†∴∴し:主

地方道の改良ならびにノ竜イパス建設を促逸する。

吋i -(-一蝣*- "蝣二;・>!';小:二.;三三き;こ恒f‡し,やい∴　売山戸恥山j='†*-!:蛸†-ナ':o'.:.*蝣ナ蝣;'(軸　　ここ哨注しT)歓心小曲略

ならびに主要市道を整機する。

-:.∴,性. i'+i-'S、 `ニ　-・I一一一　　:∴'ざ_'∴-}こ主:;蝣-,..--^^}.1,,y二六　ラ　　　　さ　く亡、1 チ:U:喜享け鋸　こ熊」/蝣!"

・ o

新港湾の建設.を促進Lv生産の向上と流通磯寵の発案をはかり、もって産業開発の起動力たらしめ

蝣蝣>蝣o

鉄道については、九州新幹線の建設を促進するとともに,市梼地部における高架化または立体交差
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化を促進する。

現空港は、将来、国際空港として機能させるため施設の整備を促進するO

」蝣　i。 ,,L　心

上水道需要に対応して,常に良質,かつ、激務な水を確保する。原水は地下水に求めることを基本

とする。

⑧　下　水　道

都市排水を計画的に処理するため,公共下水道,都市排水路を整備し、市民生活環境の向上および

公共用水域の水質保全をほかるo

⑤　防　　　災

水害のおそれがない安心して住める榛にするため,勘極よび諸河川の抜泰的改修を促進するとと

もに、西山地域における小柳鹿ついては,砂防対策を中心に災害防lL対策の充実をはかるO

火災その他の災害把対しては、予防体制を確立するとともに消防施設や枚数力を増強し、激増する

救急業務に対しては救急体制の発案を促進するO

餌　推進体制

ア　市民参加

広報、広聴活動の強力な推進により市民の創意と良識を結集し,もって、この構想の円滑な来観を期

Era

イ　広域行政

住民の生活灘の広域化に対応しつつ,国の広域生活感栂に基づき、関係市町村との協力および各自

の特性に応じた飯能分担の下に、地域の一体的予後のため広域行政の推進をほかる。

ウ　行財政運営

l|j:(_L主1;し1~川i‖　　ひfr.-;†弓、1T。'.、,、;亡!推　　ミ∴′.こい;ti的∴　∴　Vii''-]l'- v-「-klL-J、二、 I'!1-'くIi'ii'Ji-!--.小l・し.

・,、-1`こ-KM.主i ;',・こTf:汁・.収>V'し　こ、y.-,v、、 ・トIiユt r帥こし舶trici付し」こ蝣S"v＼十、・ ::,O

(m和46年7月15B議決)

6　広報・広聴

(1) It　紙

ア　広報紙

「く・t =:、、'- it;'蝣'・、 、十_い、 」

言i.川I H'蝣tri-l.:15ii＼ 12く-/

1回の印刷部数132,000部

配布方法は文書配布責任者を通じて各坦帯に配布。

「点字市政だより」

fitりI tHftr-r iごぺ-(

1M'.''卜¥muこv, 300　し特選-＼

編集は薄盲人福祉協会に委嘱(内容は市政だ£ウから扱すい)
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イ　テレビ放送

「私たちの時間」

(RKK) 15分番組

ttなト31M　判2 i淵日、・'㍉「総5時・lOサ: 、^iS。

「テL/ピ・スポット」

(BKK)年100回　1回20秒間

毎週月曜日の午後6時5 0分と毎月最終週の火曜日から金曜日の毎日午後零時4 0分に放送。

(TKU)年112回1回25秒間

iiia i馴il>`prt:7時二9 -;>上i亨>if)iかて胤,I.、卜川と日かL`、il一日tmL:、fi上目-'「トMr9時:これ至.

「テVピ年賀」

薄最の年頭あいさつ1月l日

ウ　ラジオ放送

( NHK)毎週水曜日の午後6時50分から1 0分間放送される「官公庁だより」に原稿を送札

工　時事ファックス

中央官公庁や他都市の行政事務に関するもの、各庁の事務改尊状況など新しい官庁---スを、関係

課に回覧し、特に参考に茂るもの紘照会資料を依療するO

オ　記蝣」一会見

・子i t-、ニ・j、uil'そ,jj`ill fl';こち壬.　さ・・!) 1 ;蝣':

ミ　1トこ''5.沖∴iL:　ミ　　　fef-j引.:l

i¥<y-、蝣'.i:L三tlL'('∴　】＼汁　L I l汁1

朝Eh毎日も読売の西日本e熊田・NHK。 RKK・TKu・日本輝済・時事通信e共同通信

力　行夢予定轟

ここij報　　し;.. ;i当-A-I'll'卜! 1P.-い

月報　(毎月20日棒成)
印刷部数各3 0 0部

配　く蝣y:'<　　・}:.,畏会　1拍車吋鞍　fta吋'JJ・'"nST与課

キ　庁内放送

・*':''・- rV∴:轡〔K蝣i-ご_ 、

毎朝8時3 0分からその日の行数各課からのか知らせを放逸

蝣T ¥><丁3 ti、r∴二半間t.Lをこ!'V:Vt ‡l

ク　広報写真の鴇示

市役所酎2カ所)、デパ-橘はカ所)に設置し、 1分所産～5点の行番ものを月望回線蔚するO

ケ　町内広報板の利用(木製のスボンサ4寸)

各町内の自治会竣1 7カ所に設置し、商の行乳催しのポぶ#-、ビラ、その他を掲義

コ　広報養毛放送設様有)

・き-v v.-蝣.v;.-　　　　㌻-i蝣蝣'・.;蝣:　　　　　　1 9 7ト音:.㌔ iZ.し) (川し'(.

広報取材車　　　マツダファミリア′芸　　　1970年式　　1,000C〕C3
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サ　市施設めぐり

恥l il'ト王三池、 <kti>r>j水t川甥.・など丁放た

1回i OO名程鼠-駁市民から募集

シ　新聞委託広報

-ij ii-v ;、二・/-へIL 、て野心二、十・二>Ji聖戦''蝣:il主三、 ∴二小「川j恥⊃=肘in蝣蝣う:柑ti-㍗ ::こ~、。、

frW!妥Iit.広賊

一　　　　　　　　　　　、　　　、　　　　　　　　-

ス　清掃車による広報

滑播奉6 5台、爆音テープによる市政広報活動

七　市民のしおり発行120頁150,000部

市民に直接関係のある窓口事務及び市民生活に必夢な単項について、市民の便宜を図る小冊子を作成、

各世帯に配布する。

ソ　広報連絡組織

各部局に広報委員(庶務裡当課最)、各課に広報主任(庶務担当課長補佐また絃係長)を過払根の連

絡にあたっているO

砕　広　聴

ア　市民の声処理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和46年鑑　9_月～3月)

項 目 地 域 中央 東 商 西 悲 計 受付累計

A

,-蝣;[ |iil ¥i.¥ .;「 fi 涛処s き首分比

CB /′A )完結 fil答 次年度へ A - B

企 画 広 報 4 1 5 5 5

*:蝣'

務

職 員の接遇 0 雑務 】

税 務 ー

1 1 2 2 2

1 1 2 4 4 4

富† 1 . 2 1 2 6 6 4 2 1 0 0

1 2 s 4

市

氏

自 治 振 興 E

健 居 衷 示 】

4 2 ′ 2 凄 1 2

6 3 1 1 0 1 0 9 1

交 通 安 全 対 策 ー

年 金 。 保 険 ー

1 0 1 .I 9 7 l l 5 1 5 1 4 0 4 … 7

4 4 1 1 1 1 0 1 ()

生 活 保 護 1 0 3 i 1 1 5 1 5 5 1 Lt

福 祉 3 2 こ〉 5 3

s

… 2

1

i

i

i

i

I

i

i

i

～
戸 舟 3 1 2 2 ・< 8

1そ の 他 1 1

3 6 3 0 1 4 1 3 1 9 l l 'J 1 1 2 8 3 2 1 8 9 3

*

.;

;5:

*

公害 。河川汚濁 1 2

4

l 3 】

l 2 5

3

2 5

2 1

1 6 8 1悪臭.願書*媒煉 6 7 4 4

そ 族 e 昆 虫 2 6 1 1 1 l l l l l l

野犬 。野 良猫 5 1 2 1 5 2 3 2 3 2 2 1

保 健 予 防 1 I 2 2 1 1
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地 域
現 員

ujj4 j 東 南 菌 北 e+

鮒 尋 処 理 累 酎 B 未処理 嘗 分地

tB/′議)ォア3-jfcfc 回答 統率慶へ A W B

衛

生 ー

二.

み

し

;<

ご み 5 1 1 1 3 l l l l l l

収 集 も れ 3 速 4 l l l l l l

不 法 投 餐 i 9 4 4 1 8 I 8 l T 1

不 雌 処 理 4 5 1 1 l l l l l l

収 集 方 披 4 o 1 7 7 5 2

汲 取 も れ 3 7 3 1 3 1 3 1 3

収 集 方 法

m 1 I 1 3 3 3

サ 」

そ の 勉 3 2 1 6 6 6

計 3 7 5 5 2 0 9 2 3 1 4 4 1 4 逢 1 2 9 9 6 9 6

i

磨

済

商 二こ 5 3 s s s

w 2 2 2 2

観 光 2 2 2 2

用 水 路 渡 せ ? 3 3 6 2 2 1 し、 1 6 9 4 2 1

用 水 路 改 修 3 6 2 2 1 3 1 3 3 4 3 3

計 5 l l 1 4 4 7 4 1 4 1 2 4 8 5 複

痩

設

過

路

舗 装 新 設 3 0 5 3 1 6 1 5 2 5 1 3 9 i :; y 壇2 7 7 1 5 5

舗 装 修 理 3 1 3 6 1 5 5 8 7 8 7 丁.l 6 1 6

修 理 望遠 8 0 1 とl 3 0 2 6 1 7,占 1 7 8 1 5 7 8 1 3

新 設 や 巌 幅 3 3 3 9 9 9 0

til: v*-1 6 9 3 6 2 複 2 4 3 1 5 1 5

交 通安 全 施 設 4 l j 6 5 5 3 3 3 3 1 3 l l 4 5

稀 道 認 寵 1 9 3 3 1 1 しー 4 1 0 2

境 界 査 定 6 4 5 2 1 7 I T 6 l tー 1

務 灯 1 2 2 5 5 3 1 1

排 水 路 1 1 0 3 i 1 4 9 5

工 尊 に 付 随 2 2 1 6 4 4 1 6 4 6 LIL 5

側

s

滑 掃 渡 せ づ 4 8 2 1 9 6 2 3 l t、丁 1 0 7 9 5 1 2

改 善 サ 修 理 s £9 2 2 3 3 4 3 鐘 s 2 3 1 2

新 放 9 4 3 1 3 1 7 2 4 1 0 1 2 6 5 3 6 2 1

* 3 3 I 4 3 7 互O h T 6 7 3 2 2 3 1 l l

if ・

工 事 に 付 紐 } 1 4 2 7 7 7 0

下

水

逮

滑 掃 渡 % づ 1 3 3 6 1 2 3 2 3 1 8 5

改 登 サ 修 理 邑 2 i

i

i

i l

i

i 2

i

i 2

… 3

i

… 畳

4

恒 速

2 互等H I 営

日 4

1 0 2

新 設 嶺 4. 3 1

# 4 1 2 2 3 l T 1 7

l l

u 5

2 3

6 9 2

受盛 者 負 担 金 1 i 7 2 l l 9 2

水 洗 4 1 5 4 1

I .撃 に ノ付 随 l l 5 5 2 3 t l 1 2

∴ -. 蝣・:蝣 蝣V一 ・'!蝣 s 8 s 3 逮 i

1 す.∴ ∵こ.十十 s i 1 1 2 五2 5 3 蝣I

接 蝣:蝣]' .v 蝣・'. ,*i 5 4 i 3 1 6 1 l 6 小

蟻 霧ヒ 潮 紋

滞 蛍 住 宅

の 飽

i 且 i ま 4 f 速 3 I

* 4 確

1 5 9

1 2 1 2 + 1 0

(5 9患

2

i 昌す 2 8 9 3 7 5 1 0 9 1 ,0 3 6 1.0 3 6 9 0 9 1 士丁 8 9

敬 * 5 1 5 3 8 1 3 2 3 2 2 ヱ 丁 4 い 1 0 0

交 通 3 6 6 1 5 1 5 l l 3 i 9 3

水 道 7 s 3 3 6 2 7 2 7 2 0 3 4 8 5
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地 域

項 目
中央 東 南 菌 北 富† 受付 累新

A

il 叶 半 .i 未処理序 分地

CB/ 初
死絵 回 答 次年度へ A I B

消 防 1 1 3 5 5 壇 I 8 0

国 s l l 1 2 3 4 3 凄 3 1 3

"'4
部

・蝣$
関

団
体

.輿 2 2 l l 6 1 2 1 2 6 3 6 3 5 9 4

納 廿 3 3 3 3 0

企 藻 を の 地 2 2 4 8 8 7 1

新 3 3 2 7 6 1 4 2 S 1 0 8 1 0 8 1 0 0 ^ 9 2

そ の 他 2 】 1 3 3 1 2

合 計 遠1 8 5 3 5 1 6 複 1 6 2 2 5 5 1 ,5 3 4 1 ,5 3 4 1 ,3 6 7 1 6 7 8 9

㌃ 鑓

電 話 文 啓 'K '' その 他 吾† 相 談 苦 情 要 望 陳 情 諾.T

件 数 7 5 4 4 8 ti 3 3 1 4 0
( 1 ,5 3 逢)

1 .5 7 複
1 4 1 2 7 3 1 ,1 0 1 6 0

( 1,5 3 4 )

1,5 7 5

百 分 比

(% )

I 7 ホ 32 4 01 8 .9 1 0 0 8 .9 1 7,4 I) iV '.l 3 .8 1 日

(注) (　)内は処理可能とされたもの

イ　無料法律相談

~柁-~I;lj,い「.;*.上It:こ、約し、・.'m:トii(VI上`i re'-・∴8 vi川i!!i上し-川い;こ!-巨∴し~しいて∴・

恥jlと、iiこX

席 別 月 別 4

ラ

5 6 7 s 9 1 い l l 1 2 1 2 3 計

土 地 ユ0 ユ2 9 1 0 8 1 0 9 5 6 5 9 9 3

家 屋 9 5 4 4 P 3 3 4 ・1 9 6 】 5 ()

金 鉄 s 5 6 4 6 4 7 3 4 : 1 6 5 4

相 続 6 3 8 6 8 3 4 2 2 6 7 4 5 9

2 3 5 1 3 5 2 8離 婚 2 4 l P 1 i

家 庭 間 絃 2 1 3 2 1 3 5 5 5 2 蝣I 3 3

地 代 。 家 賃 i 1 7 5 4 ^ 6 3 2

;> ,,il 1 2 1 1 2 7

交 通 事 故 1 2 1 i 5

保 証 人 i 1 1 3

そ の 他 1 1 1 4 蝣I 4 4 1 2 4 4 3 0

汁 4 0 3 1 3 2 3 2 3 2 2 6 4 1 3 2 - 8 3 6 2 3 4 1 " 3 9 4
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内 容

行 事 名
団 体 名 出席者数

聞 十接 日 … 場 所

月 =

向 山 轄K i> 杓再 亘 や 読 各 種 団 体 6 0
S舶9

互8 世 安 公 民 館

市長 とP T A 婦人埋撃懇 談会 P T A 婦 人 会 1 3 9 2 3 社 会 教育 会 館

Ml 地 廿 日 冶 自 治 連 禽 会 3 0 S 47 1 7 三和 頚:節

竜 田 地 区 総 会 住 民 総 会 1 0 0 1 9 二 J 宮 :> li su

西 部 地 区 自 治 会 自 治 連 合 会 3 0 1 1 4 西部 支所

市 長 を 囲 む 座 談 会 老 人 学 敬 1 5 0 1 1 9 社 会 教育 会 館

新 成 人 と 市 長 の つ ど い 中 央 晋 年 学 級 2 5 0 1 2 0 〟

力 倉 地 区 自 治 会 自 治 連 合 会 2 6 1 2 1 会 長 宅

糠 パ 「水 ・n [:" "ji 訣 自 治 会 2 6 二 の宮 公 民 館

自 治 会 懇 談 会 碩 台 第 4 自 治 会 2 0 2 9 荘 厳寺

婦 人 市 政 懇 談 会 南 部 地 区 婦 ^ 会 8 0 2 ユ4 川尻 町い あ村

′′ 北 部 〝 8 〔) 2 1 7 清 水公 民 館

〟 中 央 〝 1 2 0 蝣-> 2 1 社 会教 育 会 館 y

′′ 東 部 〝 1 2 0 2 2 S し枯塞 蝣-tii ft it r 一斗

′′ 西 部 〝 6 0 2 2 9 春 日町藤 紅 ホ テル

城 北 校 区 住 民 会 臼諒 > P T A 悌 瑞 5 0 2 9 新 地 公民 飽

7　毒手第改善

用　経過と現況

-!蝣-11」O'l輯喪蝣.'!蝣-、蝣:; ;?;丁.[;-:∴「∴L、柵二川車voテ?恥一二†ナこ>¥'!-こ卜iLtい:三、二ト:亡ii--^、・>_汁慨?Liの.、㌻;. '、;・二上

iim千・二il干'A!L^'∴r~.、・i、i L-こ、 ->11 :と~二O 1 O芸r・:=;iL:卜'こi?、 iL;l車!蝣>'!蝉、 ÷さ-I P!1'"-'蝣>、 lL,':-'n托、う:ミ†川輯

?.亡'蝣蝣- >v.*-野て昌賢早く∴つ。土-Jr-、　ミ・.一・'L-一雄i欝がi二卓K-さナt `こき,'こ・:.

これらの中で、もっとも登夢な意義を持ち、本市における事務近代化の遠藤づくりとなる具体的成果とし

`.:∴、 -~、.r!∴, A 、をト;f.二IJ_土>1¥-"-一蝣蝣号;:、.

0電子計算センタ--の委託による大量計算業務の麹械化

即日iL<"*.".':'・・i.、一一一頂、:Li、 :し∴i亡妄tO:-I::Tや.:-I-i

0究番管理の改尊と、浄番印刷業鉾の集中処理

しかし、従来の革務改牽綻、どちらかといえば部分的な事務機商の改寮愈理化、対症療法的な現験打開

叢、_-ラ/チ:.TIL.そ∴∴一二.多い、七　　　三ミti妄∴ 、 -~Ci夢中、つト.圭V:j: *''i:*L "*こlt∴ 、　　的、　、 1.「!::　叶　-:>firv.し㌔

寮の推進を路かる態勢が不十分であった0

.1iI*?"*恥~、、号:l・こii i ::、蝣蝣'l¥¥を.:I.とい・1<¥}i_j^:∴-∴′fIV二蝣?'・> ')、　ち'こも、・,y,¥ V)を'・蝣';':.'欄さと車*.!蝣.;　　てt --てい~・I、な:Ij

多くの問詫点が残潰れている0

- =-、 .ぎIlニ∴TL.、、{樟IIトT)敢~圭　　一い-こ　こ　二円;十∴ら・.∵ut-蝣'蝣一蝣'-.;".'.:h '蝣>蝣、・-トi'r、　:~・奴lph十t-を∴二>f;¥:　しつ

効率化という視点から事務の抜本的な改尊による近代化をより-層蹄壕約に推進する喫鞍を迎えよ労として

い三、,I

-.1㌔「



帝　各種業務改善状況

ア　電子計算糠による事務機械化状況

目し、二>.u-f計rr-t二　　　＼古記　川,.)

電 子 計 算 委 託 尭 務 委 託 年 月 電 子 計 算 委 託 業 務 委 託 年 月

宵 県 民税 賦課 計 算 事 務 昭 4 1 . 叔 U M " 亘 来 聴 〕 ni 0 中 井 昭 4 4 .

固定 資産 税 賦課 計 算 畢 務 4 1 . 1 0 .交 通局 磯 風 総 身 計 算 事 務 4 4一 4

国 民 娘康 保険 税 賦 課 計 算、 同随 時 粟 4 2 . 下水 道受 益 者 免 粗 金 計算 畢 務 4 4 . l l

訂処 理言 司収 納 消込 決算 翠務
※随 時 、 約 込

4 4 .
市 税収 納 伝 票 整 理事 務 4 5 . 竣

水 道 料 金もつ 翔 疹繕 料 計 算 事務 竣21 功幽 4 4 .9 =た地 区.痴整 理換地 評価 計 算 堺務 凄 5Ⅰ 4

し尿 汲敏 也 帝 台 帳 整 理単 務 4 2 . 1 2 住 民 記録 管 理 畢 務 4 5 . 1 0

願 給与 計 算 単 務 1 3 . C l 支 所 管 内分、 試 用 )

凝 自動車 税 賦 深計算 、 同随 時 賦 課処

理 、 同定 期 課 税 分収 納 消込 畢 務

高 畠貢 立 豆 訂 ii n

竣 3 . 4

4 3 .

t fc:':: ∴　　;-.



イ　窓口事務の改善と住民記録の統合整備状況

主 賓 改 善 事 項 衆施年月 蔓 蓼 改 登 単 項 実施年 月

窓口壊境 の改 単盤梯 昭 4 1.9 窓 口畢務の処理方法 め改 寮 昭 4 2, 2

0 庁舎改造模様替I 率も 冷暖房設備 ㌣′凄2 .2
( 聯】次 )

0 】部鱗割 り流 れ作業方式の採用 (寛… 放 )

1 3.1 20 オI プ ソカウy クー新殻、釆野市 4 3.7 0 連絡搬送散策の導入 (ベル トr / ( 第二 次 )

4 1.

民 スペW スの拡張 ～一塊3.1 2

蝣T-

4 2 . 2

ペ ア、気送管、 インタ～ホ一 ソ等 )

O 庁 内案内板の放 置、窓 口表示敬の ○即刻処理業務 と翠後処理業務の分

改善 整備 離、 記録撃務の タイプ化

窓口畢 務の一本化 その他の改善単項

O 亘tt 塞十蝣蝣J k¥)出 ∴中 辛十 O 庁内簸ミロ配 匿の命 讃シ化

0 同属番、 受付懸 F] の一本化 竣2 .ユ1

確3.1 2

( 市民課懲 口の東地 区、浸Pq地区分 -4 2. 2
( 翠d 次 )

( 住民、 配給、選挙、国保、年金 割も市民相談課案 Vlj窓口、数登就 4 3. 7

の発動手続 ) 学窓臼、水道料金窓口等の簸中開 -4 3.呈2
( 第三次 )

0 証 明請求窓 口、変相窓 口の専門化 殻、市金 庫の移転等 )

住民記録の統会 管理 4 3. 5 C>市民梱放課の新装開設 と相談内容 1 li.] い

○住民基本台帳の恕確

(住民、配給、 遜準、閣胤 年金

等の資格 に関する記鋸 を焼金 )

0 戸 舷、住民姦本台 榛等 の保管用県

の改善整備 〔ビジ′ブル レコW ダ尊 )

～...填 3"呈2 の充寮強化 (商新館 1糖 )

ウ　文審管理の改善と浄書印刷策務の集中化妹兄

主 賓 改 善 撃 磯 窺施年 月 登 牽 改 蛍 単 項 乗施年月

文革幾配の合 理化 昭 3 8 ,1 (

4 2. 7

3 8、 7

文革の分怒 整数 昭 4 6. 3

O メールが～ イ削度 O ¥" .''十∵七亘 (束施行 )

4 3. 1

タイプ集中化

本庁舎 内各課 との問の究嘗藻配 O フ アイ t} ングッステムのd .部採用

∈救 農 4 Å ) 浄欝 印刷の集 中管理

0 メ】ルカ一別澄 0 浄嘗 室の設私 選常

ノ触手会と各出発廃園と機 細 二郎鰯津だ

∈汐クツM 借 上、教 員 量.Å 同乗 )

乾式 汐アブ解 放 ; 芸 欝

静電式複写機

文革棒成の標準化

O 公用文 に関す る規程の制定

オフ芸 ツ ト芸慧霊 …雷 葦

公文番 の極幾 と定義 、嘗式、用字 和 文汐 イブライ ク… 4.台

用語等の体 系的な標準化 ( 各課 のタイプ浄番、 複写、抑馳 艶 4 4. 4

し '・'.'!亘十 土㍉一十 十+ 十 十 蕨等 を幾 中処理 )

・一・一・ -tl l-I



帝　今後の主要な課題

今駄本有力確り組むべき総合的な事務改者の主賓な課題としては、おおむねつぎのような事項が考え

:、,子1サo

ァ　亀子計算機の広軌かつ、高度な利用

o各業務の個別機械化から総合的機械化-の移行

O ,|川札つl.lrK W¥汁こ上,il卿IjY^ft-"'!1:チ. T.と　　H_.

L,ニ　　　こ　　こ1-*-i、し　こ.t '!f汁'蝣M^こし一蝣)い,、 '-蝣:-;;r[su 、1')I?.削il

イ　憲瑚亨政機能の統合、充実

O本庁舎総合窓ロの整備と、地域窓口サ-ビスの強化

○統合徴収システムの確立

り　文書管理体制の改善合理化

o文事の整理保管と検索利用システムの食理化

- f'j-vV二二呈、汁H L二増、.i_

o浄書印刷機能の充実強化

エ　その他の改善

o i|tf事で・二、_-)肘蝣.]-k-<モ増しトL与トま駐韓∴傾L Sfi-蝣ト.l

L,拭吋‡三I-;';,l二ヤ-,  l I'"蝣蝣''蝣トつ^;r,堅I'llミ

o蝣'蝣欄I']し拝。'}'",こu= i聖fj法L二.>!"!?!-ヰ　し、 ?蝣蝣''f.A'iL鮮(;:

o事務機械の導入管理の適正化、活用面の改善向上

O財務会計事務システムの合理化転業会計の採用

O幌策数巻の促進、帳票管理制度の確立

o事務の考査(評価)システムの確弘遊行管理

8　職員研修

(1)研修の概況

ア　研修受講人員

(昭和46年度)

区 分

賂 叫 H- f'r

委託および派遣研修 合 計

管理監督職 山般 救 計

it v a 2 5 7 息,3 6 8 1,6 2 5 l らl 1,77 6

・上、



イ　職場外研修

区分 研 修 名 対 象 河数 入監 日数 寛鵬 内 容

A

般

研

修

看 翼 済 選
新規裟聯敬邑 1 2 8 rt 4 月

公務農 としての姦礎 的知識 の習得および職場適

応力の養成
講師.一▼ー‥部内講師

′′
追 研 修

〟 1 3 0 5 l l 実務に関連す る一 般的知敵 技能の習得

小 や 萌 . 事務 技術 員 1 4 6 5 1
地方公務員綴、 自治法等 について

技術 員 研 修 鴻飴 十 に 再訪擁

吏 員 研 修 吏 員 2 7 2 5 6

地方公務農法、 自治依等につい て、主にセ ミナ

～方式で実施
講師 .-…I郡内講師、～郡部外講師

初 級 女 子
職 員 研 修

初級爽珊 員 1 2 4 4 9

十干祇貢J 揖 上 救華 に対す る中学的->_ ifiX, '...÷1 、

^ 間関係等 につい で
委託先 …..ー日本 ビジネス社

中 や ∵こ十
職 員 研 修

中堅女孝磯風 i 2 9 確 9

中堅女子職員 としてのあ り方、心構え、杜率の

政教、^ 閣関係等 について
寺 子も ‥= 十 十 M -l

中

研 趣
中 堅 吏 員 2 4P8 1 0 1 0

行政法、民法を 中心 に上帝職員の職務 を補助、
代行する能力 と下 級職員 に対する指導九 並び

に担 当業務 を処理す る能 力の餐成

係 長 研 修 係 長 2 3 8 4 7.8 監督者 として必翠な知級の習得
委託先 人率院九州事務局

脚 鯵 課 長 補 佐 1 1 6 3 8

課 長 研 修 ,t k 1 2 0 3 l l

総合 的視野 に立 った ものの見かた、者 え方、正

確、迅速な判断 力並びに部 欄 員の指導力の幾成
委託先 ..一一m 日本 ビジネス社

部 局 長研 修 部 長 1 l凄 2

管理者 として高度な行政能 力と リーダ～ ジ ップ

の養成
委託先 …… 日本 ビジ ネス社

i l

*

宮

,;.:;

修

健脚 惨 脚 教員 i 3 0 2 s
建築櫛 に関す る専門的細線 の餐成P
講師 -.i-‥部内講師、} 部部外瀦師

i二機 新野鯵
〟 i 3凌 2 9

土木技術 に関する専門的知練の養成
講師Ⅰ‥サ..部 内講 師、…部部外講師

文欝管輝 修 課 凝 補 佐 3 T O 3
9.ま1 帝石亘 のふ しこと∴ il!''c ril'I」キトー÷

2 溝g.形‥..‥部外詐脈

行 政 事 務

管 理士 研修
係 長 . 吏員 1 2 7 5

巨 事務改脅、軍 務能率 向上技法の習得

委 託先 ‥▼-.一産業南郷 短期大学

%

の

'・!'

・i.'% '蝣)':>' p
養 成 研 修

係 長 8 厳嵐 i 且9

～

5
L

～

掻藩亮や者を心成 し、珪禎壇 十十O 蝣蝣.';-;亘 十∴十、心
委託免 .…▼ーA 畢院九 州事務局

道 路変 通 法

研 .級

公 用

自 家 用
運 転 手

i S0 0
… 2 巨 道路愛適法の改正点にづい て

講師" .*…北督療驚

/撃驚 所 研 修
滑掃 く婁浄 ラ
聴 農

i 芝O O 2 3

蝣蝣・'' .'A' .̂ 譲 凝 補 佐 1 8 0 i l 呈
数慈沸疲 ∈田寒輝鰐 の変を惑う)

藩十 ▼ 日辛、 十字 蜜
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ウ　委託及び派遣研修

研 修 名 場 所 ^ 農 期 間 備 堵

自 治 大 学 校 研 修 東 京 2 S ヵ月 神 請 や廟 、 蝣T -. -I 0

感 激 大 学 校 研 修 〟 3 1 カ月

中 小 ノ企 業 診 断 士 研 修 ′′ 1 1 年

統 計 職 員 研 修 ′′ 1 6 カ 月

行 政 管 理 研 修 外 9 3 件 〟 1 4 4

9　選　挙

(1)永久選挙人名簿登録者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cm和4 7.9.1 0現在)

開票区 開欝 努 童票区 投 票 所 輿 t c 計

1

i

白 …

描

小

翠

校

1 碩 台 小 学 校

熊 本 信 愛 女 学 院

観 山 中 学 校

1 .8 5 9 2 ,6 1 6 4 ー4 7 5

2 1 ,1 0 9 1 ,7 5 9 2、8 6 8

3 3 .3 7 3 2 -7 9 7 6。1 7 0

4 黒 髪 小 学 校

市 立 高 校

1 ,8 9 7 2 ,2 0 1 4 ,0 9 8

5 1 ,4 8 0 1 .8 5 8 3 ,3 3 ;

4 ,9 7 2
6 竜 日 公 民 館 i

城 北 小 学 校 i

八 景 水 谷 公 民 館 E

清 水 小 学 校 i

2 ,1 9 7 2 .7 7 5

7 1 ,4 3 6 1 ,5 8 2 ;;.D 1 8

8 3 .3 9 2 1 .5 0 6 4 ,8 9 8

9

1 0 】

l l

1 ''

ユ3

1 4

3 ,6 2 i 4 ,2 8 7 7 ,9 1 5

高 平 台 小 学 校 2▼3 0 6 2 .0 3 <> 4 ,9 4 2

京 陵 中 学 校

東 川 小 学 校

市 役 所

帝 民 会 館

1ー5 1 0 2 .0 4 0 3 .5 5 0

2▼1 8 4 2 .9 7 5 5 .1 5 9

9 1 ;i 1 ー5 0 1 2 .4 2 0

1 -3 5 0 2 .1 8 7

1 ,6 5 3

】 3 ,5 3 7

】 2 .7 8 5
1 5 慶 徳 小 学 校

五 福 小 学 校

^ 新 幼 稚 園

} 新 小 学 奴

1 ,1 3 2

1 6

ユ7

1 8

1▼3 0 7 1 .8 2 5 3、1 3 2

1 ,2 7 0 1 ,8 7 9 ;!.i l iJ

1 ,7 1 9 2、3 3 0 4 ,0 4 9

1 9 碩 手 保 育 蘭 ;' ts 7 1 .2 7 8

2 .0 6 1

) 2 -2 4 5 …

… 3 ,7 0 3
2 2

2 3

3 9

4 0

子 N J i f 付 巾 1 .6 4 2

池 田 小 学 校

白 川 小 学 校

2ー2 8 3 2 、5 7 7 4 ,8 6 0

l t5 2 4 2ー2 7 7 3 .8 0 1

鎮 西 高 校 1 3 8 ;i ー 2 、0 0 3

2 .7 6 3

2 .3 6 3

… 3 .3 8 8 …

: 5 0 3 5

4 ,1 6 2
4 1 大 江 小 学 校 2、2 7 2

4 2

7 4

垂 := 州 学 院

楠 小 学 校

1 .7 9 9

1 .4 9 3

8 8 0

1 ,6 7 5 :u LーS

1 ,0 2 5 1 .9 0 5
7 5

7 6

託 麻 北 小 学 校

託 麻 西 ′l) 学 校 1 ,1 3 8 1 .2 4 0

1 ,3 8 5

1 .1 2 7

6 2 .1 8 1

1.9 2 1

2 .3 4 8

3 .0 6 2

1▼5 7 2

2 .3 7 8

2 .6 3 9

2 .0 8 9

1 1 3 ,8 4 8

^

7 7 二 間 中 学 校 1 .2 5 4

8 2 北 部 清 掃 事 業 所 9 6 2

小 蔓L mM

花 園 公 民 館

5 1、6 6 7

1、5 7 72 0

2 1

3 ,4 9

4 ,2 8 9

5 。3 2 1

2 .8 9 7

花 園 小 学 校 1 .9 4 1

2 4 苗 町 小 学 樫 2 .2 5 9

2 5 自 坪 小 学 校 1、3 2 5
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開 票 区 [開票所
授 駆 投 票 所 .男 衣 計

春

日

」＼

o

学

校

i

2 6 本 日 」＼ 学 位 2.2 3 壌 2 .6 1 ユ 4,8 4 5

2 7 玄 武 館 1,1 0 4 1 ,5 6 0 2 .6 6 竣

'2 8 岳 林 寺 1,2 3 3 1 ,6 8 2 2 .9 ま5

2 9 城 準 小 学 校 2.3 3 2 2 ,8 7 7 5 ,2 0 9

3 0 池 上 小 学 校 1,6 6 5 1 ,9 4 3 3 .6 0 8

3 ユ 三 和 支 所 1,9 7 4 2 ▼3 7 7 4 ,3 5 1

3 2 松 尾 東 小 学 校 蝣I 1 S 5 6 9 1 、0 1 7

3 3 松 尾 西 小 学 校 5 1 3 6 ti 3 1 .ご0 6

3 4 松 尾 北 公 民 館 l ヱ7 1 2 2 2 3 9

3 5 小 島 小 学 校 1.0 ti <J l t3 3 2 2 .4 0 1

3 6 有 明 保 育 園 2 3 6 2 6 3 4 9 9

3 7 中 島 公 民 館 7 1 8 3 8 1 ,5 5 7

3 8 沖 新 漁 観 率 務 所 7 2 5 8 1 1 ,5 7 2

6 1 白 山 小 学 奴 2 .7 1 3 3 ,2 4 2 !S.i> 5 5

6 2 白 山 保 育 園 9 7 1 l t2 5 ^7 2 .2 2 8

6 3 本 荘 小 学 駿 1,8 1 2 2 .4 4 9 4 ,2 6 1

6 4 春 竹 小 学 校 2 .6 1 9 3 ,3 2 9 5 ,9 4 8

6 5 軍 装内高 等磯 煮 訓 練 校 茸 1,4 4 i 1 ,7 5 4 3 ,2 0 2

6 6 向 山 jl、 学 校 2ー1 6 7 2 .5 7 1 凄,7 3 8

6 7 蝣:; -'-" "̂ 七 専 1▼3 8 0 1 ,5 8 6 2 二9 6 6

i 6 8 F3 畜 公 民 館 3,2 2 ユ 3,5 2 5 6 .7 4 6

6 9 力 合 小 学 校 1,9 8 2 2 .2 8 2 4 ,2 6 4

丁い 川 尻 公 会 堂 1.7 0 6 2 .0 6 5 3 ,7 7 1

7 1 城 南 中 学 校 1,5 1 7 2 、3 3 5 3 ,8 5 2

」芝生 M 卸 率 小 学 校 1,3 2 8 1 ,5 6 4 2 .8 9 2

7 3 市 幾 協 別 迎 支所 を溌 集荷 所 1,9 2 9 2 .2 2 7 4 ,1 5 6

7 8 i 花 陵 幼 雅 園 2ー0 3 1 2 .5 7 . 4 ,6 0 9

… E 小 計 4 8セ3 2 5 5 9さ3 5 1 1 0 7▼6 7 6

紗

m

3 小

翠

校

4 3 菊 水 学 園 1,6 8 ま 1,8 9 : 3 ,5 7 9

再 竣 i 託 麻 原 か 学 校 3,0 8 0 3 ,5 9 0 6 ,6 7 0

再 5 … 東 水 前 寺 会 館 2▼2 5 0 2ー7 7 竣 g 5、0 2 4

再 6 … 常 山 中 学 校 2.4 8 6 2レ7 3 7 5ー2 2 3

恒 7 … 東 塔 公 民 館 且,2 嶺3 1▼5 5 5 2 .7 9 8

4 8 惑 ノ 上 小 学 奴 3,1 7 3 3 ,5 凄8 >,7 2 1

再 9 E 西 原 小 学 校 2.7 3 2 3 ,0 9 6 5 tS 2 8

f 5 こ日 出 渡 小 学 校 2.9 7 6 3 .7 0 9 6 ,6 8 5

i 5 呈 E 覚 法 寺 1,1 1 8 1 ,9 7 6 3 ,4 2 4

5 2 妙 職 小 学 校 2.7 5 9 ∴ナti 2 0 6 ,3 7 9

…5 3 f 熊 奉 ろ う あ 会 館 9 確5 lヤユ3 3 2 ,0 7 8

再 凌 i 健 翠 小 学 校 i.3 5 6 i ,1 3 9 2 .4 9 5

…5 5 if 魔 中 学 校 2,1 6 9 2ヤ5 8 2 ll+丁 こ1 1

5 6 泉 ケ 丘 小 学 校 i.i :; ご 1+丁寸1 3 ,1 6 3

5 7 E 凝 ケ 丘 公 民 館 1,8 2 3 2ー3 3 0 1. 1

5 8 … の ぞ み 保 欝 園 2ー確0 1 2 .8 8 5 5 ,2 8 6

5 9 … 秋 津 か 学 校 2,5 3 9 2ゲ9 7 3 5 .5 1 2

6 0 i 主義 函 公 民 館 ・> 0 1 1 .1 3 5 2 .0 9 6

" 9 … 鼎 立 鱒 二 高 密 2-且の6 2 .3 8 7 寸.1 '.'

…8 0 E 狂 津 瀦 団 地 集 会 所 ユー3 6 凄 王.ー5 7 呈 盟.9 3 5

棒 呈 B 菅 山 公 民 館 2.5 1 2 .9 9 2 5 15 ヱO

8 3 櫨 .木 小 学 校 lI2 呈8 ま3 5 5 2 .5 7 3

i 小 計 竣嶺,6 5 0 5 2 、7 2 6 9 7 .3 7 6

合 計 1 4 4 ,6 複2 1 7 4 ,2 5 : 3 1 8、9 0 0

- ・I:.



鰯　各種選挙の投票率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　%)

選 挙 別 開 票 区
努 1 第 2 m 3 第 4 m 5 第 6 計

衆 議 院 議 員 総 選 挙 ( 昭 確 4 . 1 2 ,2 7 ) 6 5 .3 6 6 5 .6 2 6 7 .5 4 6 4 .9 4 6 3 .9 3 6 5 .2 2 6 5 .3 4

報 本 市 長 選 挙 ( 昭 4 5 .1 2 .2 0 ) 5 7 .l l 6 .9 0 5 8 .1 i 5 8 .4 7 5 9 .3 0 5 7 .0 3 5 7 .9 4

鱗 木 県 知 事 選 挙 ( 昭 4 6 . 1 .3 ユ ) 2 8 .1 2 2 6 .6 5 2 6 .2 5 2 7 .0 4 2 7 .5 8 2 5 .0 3 2 6 .8 9

県 議 会 護 良 選 挙 ( 昭 4 6 . 4 ー1 1 ) 6 0 .4 3 li 3 ,1 2 7 1 .4 5 6 0 ,0 1 6 2 .5 8 li 5 .や† 6 3 .5 8

市 議 会 議 員 選 挙 ( 昭 4 6 ー 4 .2 5 ) 7 0 .2 3 7 2 .3 4 7 9 8̀ 0 7 0 .6 3 7 0 6̀ 0 7 5 ,5 7 7 2 .8 2

参 議 院 議 員 通 常 選 挙 ( 昭 4 6 ▼ 6 .2 7 ) 5 9 .6 4 6 0 .0 2 5 9 .4 1 5 8 .2 4 6 2 .2 1 5 5 .8 7 5 9 .1 5

t汁＼　-I li.-1. 1川I-溝潔はill,,l.柑こ、t蝣蝣.}キL=.トこ

ね　各種選挙党派別得票状況

覚 派 勤

選 挙 別

区 分 自 民 fl一 蝣> 公 明 民 社 il. i;r; 無 所 属 計

衆議 院 議 員総 選挙

i

得 票 数 9 3,9 4 6 4 2,8 6 3 3 1,5 16 0 ィ.ll'.サメ 2 3 ,4 0 1 1 9 6,4 2 4

得票 率暢 4 7.8 3 2 1.8 2 16,0 5 0 2.3 9 ! i.;>l 1 0 0

候補 者数 4 2 1 0 1 2 1 ()

熊 本 市 民 選 挙

得 票 数 8 7▼1 3 3 0 0 0 7,3 9 5 8 0,6 8 7 1 7 52 1 5

得 票 率椀 4 9.7 3 0 {j 0 4.2 2 寸li.llfi ユ0 0

候 補者数 1 0 O 0 1 1 3

-蝣' i 卑 宜 幸 せ 辛

得 票 数 6 4,0 7 5 0 () 0 17▼0 0 3 0

E

8 1.0 7 8

得 票 率梱 7 9.0 3 0 0 O 2 0.9 7 0 1 0 0

候 補 者数 1 O 0 0 1 0 2

県 議 会 議 .昆 選 挙

得 祭 数 7 85 2 7 3 7,3 2 4 2 8,5 4 5 0 145 3 5 2 8 ー7 2 4 1 8 7,6 5 5

得 票 率棉 4 1.8 5 1 9.8 9 1 5.2 1 0 7.7 5 15 .3 0 1 0 0

候 補 者数 6 4 2 0 1 4 1 7

市 議 会 議 員 選 挙

得 票 数 6 6,4 16 3 8β7 5 2 2,3 4 2 0 7.8 0 0 8 3,6 3 3 2 1 8逓6 6

雷 普率i¥J 3 0.4 0 17.5 2 10.2 3 0 3.5 7 3 82 8 1 0 0

候 補 者数 2 7 1 3 s 0 3 3 8 8 9

得 票 数 1 0 4ー37 6 6 4 ,9 2 7 0 0 7,8 8 9 0 1 7 7,19 2

参 議 院議員通常遍挙 '蝣';:蝣蝣ォ蝣蝣)

候 補 者数

5 8一9 1

】 2

3 ti.iiJ 0 0 4.4 5 0 1 0 0

i 0 0 1 0 4

(注)県議選--・旧託麻村を除く
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10　名誉市民

故徳富蘇峰氏、、梢1二日1こv--f一二I'/'-1

文久3年1月生まれ。近世E3本の先覚者として、また、すぐれた思想家であったO

熊本在住中は大江義塾の創始者として子弟の教育に専念し、その啓蒙的影響が大であった0

95歳で死去

故高橋守雄氏(昭和3 0年茨彰)

明治1 6年1月生まれ。第7代市長として、 3大事業などを完遂( 2 3連隊の移転、市電、上水道の開設そ

のMjt＼il)!""*二両.∴一　二lL 、エ;:¥'i-〔、 1好で　∴二・-こし、また_ニ　「吉Lして、 Lt野上fxf!∴、u..、iMLfM∴汚締し

73歳で死去

故細川譲立氏(昭和3 5年表彰)

明治1 6年1 0月生まれ。細目家1 6代当主O有斐学舎の舎長、また、肥後奨学会の総裁に就任、多数の嚢

f一十・蝣蝣aげIIIL ・、トi ・∴・汚I'VxS.∴~・ 、、 L _'∴・∴.Ti ∴.・二叫lL上+ -蝣;[!」蝣-) '.し心汁総#」iう_jt芸nti L ~こ∴　本R」、つI-*i ^JL

、 <・!::-'、、手持~一亡と∴　モてjI・ li::j;蝣-し'jilll、し_'こ._,

87歳で死去

福Ei]令寿氏　川1.:号11:! o'I r、二;;,- 'i

こ　fLiiI 1 '! 「i-';o '.'--. -:サjr∴　こ「L一一、、　、 J"¥'-'*-X.蝣'二でー1¥根　上り、十賀.、'_)亨¥f)'二や十>/I-'-*-1!-1、　1

文化、社会福祉粥係の諸夢魔を歴任したO革紅県の文化功労者にえらばれたはか、かずかずの叙勲、受裳紅か

†:、、 、郷士oHJ> '・"-.・し、　　　　こ1_i_':7_し　　　-・くじ^'蝣Wi、エi・∴1∴、、1

現在99歳

宇野哲人氏(昭和確壕年表彰)

・:L∴fトiI l i l!'てとれ.、, Z与し　一員;iN Vj-':て'*!. r:、こi'Nt-1号二門hFこ、壬`1-:LT教主-Tとi L　　㌻ぐれ-";*蝣-蝣1%iiま、 ti15卜ii.I

本の文運の興隆に、多くの影響をあた丸たOまた、現在わが国における教学関係の学究者で、直接、間接に氏

・蝣-")恥二、 :.'常こ`・・こ　卜'∴、　∴;こLt、土い　　　　き言で∴_ない..1

-;:.A.'il 7:-もー_

堅山南風氏1、滴「1 1　　＼

L;:p∴三二¥) V:-¥_I El`j:.土子　　岩LL∵二準.・主:　こ一二,:;:::'it、 !i:v.;∴:*?;、号壬し、　of-、∴'　こ＼∴　　二こ　こ_!Liミ　ニモミ:「`こ==

、⊃∴ I ・=t;ll-1二~:'∴∴+)-il'、　L Lこ塗_十　　　∴、こ

氏のすぐれた業績は、現在、大観適職なき後のE3本画壇の第一人者といわれ、また、廊士文化の進展に大き

く薯離している。

現ft三85:I:
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母　予算総酪姦
し.tilI. [,'　十I'1 1

・ &
4 7 年 度 当 初 予 算 W

逢 6 年 度
比 戟

仲 寒

紬 M ㈱

魚 計 別
当 初 予 算 (B ) 決 算 ( 見 込 )

純 一 (a ) / 売

^ 般 会 計 1 9 ,0 8 1 ,0 0 0
5 0 l寧

1 2 ,9 2 9 ,0 0 0

*

4 5 .9 1 8 ,9 8 9 ,1 2 4

ヰ

5 0 .3 6 ,1 5 2 .0 0 0

i >

4 7 .6

ヰ 別 十 Ill 1 3ヂ1 8 6 ,5 3 9 3 5 ,1 且 0 ,5 5 6 ,2 8 7 3 7 .4 1 3 ,6 5 9 ,5 8 2 3 6 .2 2 ,6 3 0 す2 5 2 ご 蝣1 9

交 通 災 奮 発 満 車 業 会 計 5 0 ,9 壕 3 0 1

巨 9 ,6 5 3

巨 5 6 7 ,0 4 1

0 2 2 6 ,0 3 3 0 l呈 1 ,2 9 0 12 5

3 fe

過

会

計

国 民 健 康 保 険 会 計 3 ,0 1 7ー7 0 7 8 .0 9 .1 2 t5 複 6 ,7 6 7 6 .7 轟 5 0 ,6 6 6 1 7 .6

E 食 肉 セ ン タ 湖

鹿 薬 共 済 容 発 会 計

8 6 ,9 0 5 0 .2 8 6 , 3 5 6 0 .3 9 5 ,1 1 五 0 -3 5 4 9 0 .0

9 1 ー0 9 5 0一3 9 6 ,9 1 0

巨 7 ,2 4 0

0 3̀ ま 4 5 .0 6 6 0 A . △ 5 ,8 1 5 > '.U

産 業 振 墾 資 金 会 劉 H 5 3 1 ,3 0 0 i -4 1 Ⅰ4 4 7 2 ,0 0 0 1 ・' 1 ご 4 .0 ti O 3 0 .5

洗 輪 番 凝 会 計 6 ,6 2 2 ,8 6 5 1 7 + 5 .凌 4 6 ,0 0 0 1 V .3 7 ,5 8 5 ,3 1 6 2 0 1 1 ,1 7 6 ,8 6 5 2 1 .6

熊 本 城 会 計 7 5 ,6 8 5 0 .2 5 9 ▼0 0 0 0 2 6 8 ,8 5 3 O L' 1 6 ,6 8 5 2 8 .2

東 部 窮 } j ニ 地 区

米 車 十 や 斗 圭 -.!i
2 複軌8 轟 6 Ll+丁 3 0 7 ,7 8 6 1 .1 2 3 6 ,0 0 9 汁 ム 5 8 ,9 竣 0 ¥ 8 .1

… 霊 莞 違 憲 監 禁

呈0 9 ,0 8 3 0 .3

0ー3

1 ま 6 ,9 9 7 IV -l 8 7 ,8 8 7 0 Y2 △ 7ー9 l 4 A 9 .3

再 莞 違 憲 慧 欝

'.' 1,7 3 3 2 逢 1 ,ユ 7 3 0 .9 2 複 2 漣 1 1 0〃6 △ 1 4 6 ,4 4 0 △ 3 .9

… 公 那 水 道 車 養 魚 昏そ.

2 .2 5 ?ー3 7 7 らlo 1 ,1 7 8 ,1 3 互 4 2 2 ,1 5 凄,4 3 1 5 .7 1 ,0 7 9 2 4 6 9 1 .5

i 新

3 2 ,2 6 7 ,5 3 9 8 5 B 2 3 ,鐘 8 5 2 8 7 8 3 沼 3 2 ,6 凌 8 き7 0 6 8 6 .5 8 ,? 8 2 2 5 2 2 4 .9

企

… 産 院 食 言†

1 M ,7 1 ト a 複 1 0 9 ,5 7 速

十 五伝y芝呈0

0 <3 壕 2 Iま速.逢 3 8 や5

V .

巨 民 病 院 会 諾.告

6 ご 6 .1 3 6 1 7 5 3 2 .1 一丁 1 .9 ま 8 ,1 8 8 i .6 9 3 ▼9 産 9 l T lT

金

言†

E 交 通 寄 港 金 言V㌢

二. 1 1 5 ,丁 3 6 .尋 2 ,0 6 6 ,8 遠望 ア一3 2 ,3 2 2 ,3 複 9 ,u 3 壕 8 $ 9 凄 1 6 .9

i 水 道 車 葵 会 計

2 一l 嶺 8 $ 8 5 5 .7 l t9 9 8 ,6 5 速

車 0 5 格ー7 5 0

5 ,5 五度 9サ9 3 1 7 .5

i 言す

5 3 凄乏1 7 5 呈凌.2 も 7 0 7 ,2 5 ? 1 tv T うtl l うナ寸や丁 五3 .5 i) 3 寸.'.1 1 ト 1 3 ▼5

総 計 3 7 ,6 0 9 ,7 1 4 1 0 0 2 8 ,1 9 2 ,5 4 4 1 0 0 3 7 ,7 6 も 2 0 2 1 0 0 9 ,4 1 7 ,1 7 0 3 3 .4

-竣9-



璃　一般会計性質別財源充当状況

区 分

款 別

4 7 年 度 当 初 予 算 4 6 年 度 当 初 予 箪

金 額

構 i

成

比

特 定 財 源 一 般 財 源

*

構 ～

成

也

特 定 財 醇 一 般 財 源

4i m

檎

成

也

金 療

If

成

比

構

金 額 成

班

<<蝣- S i

l")

成

也

1 人 件 数

'2 "-'"蝣 '."蝣 {v

3 維 持 補 修 費

凌扶 助 食

5 補 助 費 等

6 普通建設啓発

補 助 事 業

単 独 審 美

7 災害後 旧事菜

8 失 対 単 発

9 公 債 費

10 梼 滋二 金

11 漂 ㌔ 及 芸

12 貸 付 金

13 線 出 金

I t ・-,-. 梯

62 8 2,7 9 9

1 .3 3 0ー62 6

3 2 3 5 1 7

3逓5 複B 2 2

5 9 82 9 7

蝣l,h j t¥ l 6ご

2.4 4 6β99

2ユ89 2 6 3

3 2ユ64

4 6 1,4 0 1

5 8 7,3 5 2

2 1 1

;U 4 0

1£ー40 ,0 0 0

3 1 0 5 0 9

2 0 U O O

3品

7.0

1 .7

18 .1

3ユ

2 4 3

1 2 .S

1 15

0 2

2 N4

3ユ

0

0

5 5

1.6

0 I1

6 5 9β18

2 9 8 3 4 0

3 7,6 9 6

22 1 9逓0 9

2 0 4 2 3 8

2,7 8 4 ,0 5 1

1 9 5 2 ,0 6 5

8 3 1S 8 6

2 6β8 7

2 6 52 3 2

リti.0 0 0

2 1 1

t J1-I0 1H 10

9

3.6

0 5

3 4 2

2 5

S S R

2 3 .7

1 0 1

0 .3

32

1 .2

0

1 2 .6

5 6 2 2ー98 1

10 3 22 8 6

2 8 5β2 1

6 3 5 ,4 1 3

3 9 4 ,0 5 9

1β52ユ11

4 9 4β34

u >̂ 丁2 7 7

5 2 7 7

⊥i'b.1 6 9

4 9 13 5 2

;>.i 4 0

3 1 0 5 0 9

2 0 ,0 0 0

5 1雪

95

2 .6

5 .9

3 B

1 7ー1

4 6

1 2 5

0

K S

4 5

0

2 9

0 .2

50 0 9かま8

9 6 8 5 8 6

2 8 4,7 9 6

ユO a 1 ,1 I

3 4 9,0 0 0

+1β6 9 ,9 8 9

9 7 5 ,7 4 6

8 9 4 2 4 3

5 7 ,8 8 3

4 6 6 ,6 9 7

5 10 ,5 0 2

1′,9 7 8

4 ,7 6 7

1 1 7 ,5 0 0

3 3 6 ,3 0 0

2 0 .0 0 0

*
3 8 .8

7 .5

2.2

2 2 .7

2 18

l i;s

75

6 B

0 5

3 5

:!.'.>

0

0

0.9

2 .6

0 2

3 3 3 ,2 7 1

J tlO .y ti

3 6,1 4 3

23 7 5 2 2 5

6 8 3 2 8

1 0 6 9β47

8 5 8万47

2 1 1ユ00

後0.9 12

ご67 .1 US

6 13 2 2

L 古O

1 1 7 ,5 0 0

7雪

6.0

0 .8

5 1ユ

15

2 3 D

1 8 5

4 -5

0 .9

5.7

1 3

0

25

4,6 7 6 2 7 7

6 8 7,6 2 0

ご48 JJ5 .i

ilう(̂ 1 '.I

2 8 0 6 8 2

8 0 0 3 4 2

1 1 7ユ9 9

6 8 ;U i3

1い.'-'V I

1 9 9 5 4 9

4 4 9ユ80

1 ,7 9 8

4 ,7 6 7

3 36 3 0 0

2 0 8 0 0

多
56 5

8 3

3 .0

6.7

34

9 7

1 A

8.3

02

2 -4

5 A

0

0

4ユ

0,2

合 計 19,0 8 1β00 1 0 0 82 3 1β82 1 0 0 1 0 8 4 9 1 1 8 1 0 0 12 .9 2 9 ,0 0 0 1 0 0 蝣itf S叶11-12 1 0 0 8 2 7 8 3 5 8 l o o
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(4　-般去i-4-決算の惟干

し'!-', ＼＼

区 分

'蝣¥ ~ ~~~

金 額 ( 千円 ) 構 成 比 怖

4 3 4 4 4 5 4 6 4 7
・i:' 複速 4 5 4 6 47

( 決箪 ) ( 決算) C 級食 ) ( 決算 ) (当初予算)

1 ;ij 4 速ユ2 138 複 4,7 230 60 5,6025 13 6,779,70 2 6声322 0 ? 3竣3 SSH oh 'i

CL6

33.7 342

2 地 方 譲 卑 機
腰 " " 喜 一 " 喜 認

h 22.0 47 90.00 0 - - Oll 0 5̀

3 自動車取得税交付金 553 39 802 84 8 8逓35 10 7,60 6 9(ラ,0 00 O il 06 05 05

4 .賢晶 欝晶 慧農 芸
9逢1 1ガ87 n >jホ 1,6 52 1 0 0 0 0 0

5 地 方 交 付 税 lA 17β36 1,968β9 6 ご,156.1:s: 32 45β4 0 32 00C0 0 11> 14.9 ユ6.0 161 168

6 悪 戦 安賓全 ′諾寸漂
205 24轟4.0 19,9 09 332 33 30.0 00 0.2 02 01 0.2 02

丁 '-̂ '蝣''蝣' ]蝣-~ 十魚 十担+ 66轟41 85漣9 1 1 07,6 94 1 45 3 59 1 52,82 4 0A6 0.6 0.7 0e7 0B

8 億 梢 料 及び 手 数 料 2 786 20 316β76 3 738 27 4 18β63 129.1,;,丁 23 2r4 2-4 蝣:i 22

9 鼠 藤 支 出 金 2,4423 26 2,7962 8 4: 3,4 12逓79 40 353 83 4β82.62 8 20.3 21ユ2 2.2 2 0.0 2 1滅

1 0 県 支 LTi 愈 179轟舶 210ユ2 6 ご蝣I1,1:> 2 822 51 3 2422 3 15 1-6 †it L滅 1-7

1 1 財 産 収 入 2 4 89 1 1 89,68 0 1502 28 82 9,500 14S 0 3 :.i 0.7 iD 凄ユ 01

1 2 寄 付 金 3 73 1 8 4,110 寸¥>lう S^ -;i 28 8 0.3 0 0 O 0

1 3 繰 入 金 27,6 2 3 32,47 7 64,0 6 1 40 ,549 48,73 3 0.2 02 0.4 0 2̀ 0.2

1.1 '-蝣蝣 斗 十 56 7,78 8 6002 16 62 3蕗8 3 5 58ユ82 10,00 0 4.7 45 41 蝣¥s O

1 5 諸 収 入 1ガ43ユ0 7 1,5322 7 5 15 12芦54 23 62ナ610 23 852 2 6 llij 1 1ぶ ')vl1 ま.7 12.5

ii. ,;蝣 6036 00 760 20 0 687,500 12 80,000 1J591.20 0 5ー0 5.7 45 6.竣 8.9

合 藷を
12f)llβや 32 2 5,90 魂

153 46β2 5 土日Jユllil''J 190 8 1X10 0 100 10 0 1 00 100 10 0

諏 二二芸薫 (粛 言 組 ∋ 4 5(ft * ) 融 竃 革乳)… 構 成 比 鱗

巨3 " 4 巨5 回 複7

…芸 芸 ItII 1.-…23…芸…25 1ー霊 29… 2,;…17≡20… 2芸 3…… 213ー974

2ユ07,96確

1.1 10 0ー9 0.9 1.1

12崩ま3.6 1竣B 且23 ill)

3 民 生 費 2ユ69汐5呈 2.壇S8<357 3ユ535 呈6 3.776β96 40 72.168

2盛 23 22 芝2 2.3

n6 2う ごl l-I :¥iい

18.7 2呈.7 2Lg 之2,9 20惑

乱壕 3.7 3.9 3惑 3腰

坐

働

ここ

木

g J消 防

11やl蝣'h l:'∴†∴+ご1+ ト10 教 育 費 1ぷ5336 1583別伝 1澄2く)J82 2盛99岩77 2β33滋26

11 艶 寄 復 旧 幾 41か31 78070 36ー321 96J366 3216壇 0.4 C相 02 0.5 02

12 公 債 費 361湧,80 378滅02 457,300 550821 58?ー452 3.2 30 31 1 2.9 31
i

呈3 渚 支 出 金 724377 50も78轟 520220 呈ぷ嶺6207 蓬329ユ7尋 当 壇.戯 語蕊 7a 7.0

ユ嶺 u予 備 費 2Of)の指 1 M … ー el呈

100 100 回 10車 帥!
合 計 11紺 .ユ中 2.602.421極 88朗車 98gユ中 りβ81,000
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(5　-般会計韓入金・韓出金の推移

ア　繰入金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lif.G三　千円)

繰 入 先 年 慶 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7

競 輪 尊 薬 会 計 5 3 7 ,0 0 0 7 2 6 ,3 0 0 8 0 2 ,0 0 0 9 5 0 ,0 0 0 S 0 0 .0 0 0

渡 英 振 興 資 金 会 計 - 4,6 0 1 - ～ ～

復 興 土地 区 域 盤 理 滑 算 会 計
～ ～ 8 ,3 2 6 8 3 6 媛 4,7 3 3

調 凄 基 金 2 7 ,6 2 3 2 7,8 7 6 2 9 ,6 4 4 3 9 ,7 1 4 4.0 0 0

針 5 6 4 ,6 2 3 7 5 8,7 7 7 8 3 9 ,9 7 0 9 9 0 ▼5 4 9 8 4 8 ,7 3 3

イ　線出金

年 度

線 出 先 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7

交 通 災 害 共 済 容 共 会 計 も8 2 8 6 ,0 4 0 も 8 0 3 5 ,7 3 0 5,4 9 5

国 民 健 康 保 険 金 融 3 0 ,0 0 0 3 0 .0 0 4 8,4 5 3 3 0 .0 0 0 3 0 .0 0 0

食 肉 セ > y ク I 会 計 1 2 ,6 7 4 1 3 ー8 3 1 l l,5 3 9 8,8 0 1 ～

産 業 振 興 資 金 会 計 ～ -
2 2 0 8 .7 7 6 1,3 9 2

熊 本 城 会 計 6 ,5 4 2 l l ,7 5 0 1 0.7 5 0 3 ,0 0 0 1 4,5 0 0

東 部 第一 土 地区画整理 覇業会計 1 9 ,9 1 4 2 2 ,8 8 2 1 6,0 0 0 2 72 5 4 2 9 ,5 9 2

復 興 土地 区 画 整 理 審 美 会 計 3 6 ,9 5 6 4 0 ,2 4 3 2 1 ,0 0 0 2 8 ,9 3 8 -

復 興 土 地 区 薗 整 理 滞 貨 会 計 -
8 ,7 1 9 -

1 3 2 ,5 7 0 -

公 共 下 水 遊 歩 策 会 計 1 9 6 ,2 9 9 2 2 6 ,7 8 9 2 8 4 ,9 8 3 ヰ蝣1 5 ,5 5 亡 5 0 5 ,9 3 0

産 院 会 計 1 3 ,1 3 1 l l ,4 4 4 4 2 5 4 3 0 ,1 2 8 2 7 ,8 2 3

市 民 病 院 会 計 1 3 .0 4 7 2 0 ,7 4 7 2 3.4 5 7 4 0 ,7 4 7 2 2 ▼1 0 9

新 3 3 3 ,3 9 1 3 9 2 ,4 4 5 毎2 5 ,4 5 9 T lーl .-l ;iti 6 3 6,8 4 1

(鍾) 1貸付金的或は資金操作上の繰入金線出金は除外した

コ[間ト1 5'.ド.1桂までは決算怒、 i 6年嬢は::lさ糾、忠、 LI 7年根は、'l>'蝣f蝣を1-駁'v J.T
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12　市　　税

(1)市税の税率及U納期
(昭47,4.1現在)

税 目 税 率 納 期 限

滴.

揺

税

個

A

均 等 割 5 0 0 円
i/個1㌔ 通徴収

Z 第 1期 6 月3 0 日
所 得 割 標 準 税 率

紘

¥

均 等 割
ft * 」
呈千万円以下 3,2 0 0 円
1千万円盤 5,6 0 0 円

法人税割 1 0.7
1 0 0

県 =

市

併-=I

～税と

税の

均 等 割 1 0 0

所 得 別
1 5 0 万円以下 2 / 1 0 0

葺5 0 万円虚 4 / 1 0 0

附 定 資 産 税 1+汁 普通徴収

1 0 0 禰 1廟 ・1 I] 3 0 11

第 2 期 7 月 3 1 0

や3朝 9 !i 3 O il
革 鰭 計 画 税

0一2
1 0 0 祁寸朝 i 2 n 3 i

軽 自 動 車 税

原 動磯 村 自転 車

5 0 c c 以下 5 0 0 円
9 0 c c 以下 8 0 0 円
9 0 c c 超 呈,0 0 0 円
軽自動車 .小型特殊自動車
イ 軽自動車

二 輪 1,5 0 0 円
三 協 2,0 0 0 円

照賂際物 2,5 0 0 円

〝東用 達,5 0 0 閏

P 小型特殊自動車
畑 作食用 1.0 0 ill1]

そ の 他 3,0 0 0 円

孟脇蒜Jj、芸 2,5 0 0 円

潔.退散収 5 M 3 1 I]

.市た ば こ消費 税 1 8.1

1 0 0
申告如(蝣! ・'蝣'i:り沖し力v>,^!力ハ七日

電 気 ガ ス 税
7 特別徴収 撒水当小判 ・i2 S I
l o o 普通徴収 使用月の翌月の芝5 日

木 樹 引 聯 税 従 盈

雷雷慧 霊警BB 芸霊芝冨77呂 i

商 品 券 発 行 税 2

1 0 0

棚 収 蒐胤 月の登肋 那 l

--I- 53 -



璃　納税養接着の推移

掛 ふ"～ 叫盟
複 2 4 3 4 4 媛 5 4 6

薄 普 均 等 別の み 1 7 ,6 7 3 2 0 ,4 1 6 2 0 ,9 7 2 2 0,3 5 1 2 2 ,5 0 9

過 所 得 別の み 1 .9 3 4 1 ,8 9 7 2.7 7 6 3 ,4 1 0 4,4 2 1

個
敬 完 全 的 琴芝者 1 7 一項 4 4 ] h. l 3 1 7 ,0 3 8 1 8 ま且 1 0 2 0,4 6 1

民 収

#

計 3 7 ,0 5 1 3 8 ー7 4 9 複軌 7 8 6 竣 1,8 7 1 複 7,3 9 1

均 等 刺 の ふ 9 ,2 5 1 ヱ 3 .1 2 9 1 6 ,2 3 ? 1 6,6 9 5 1 I,J J J

別 所 得 別 の み 7 ,7 9 5 7 ,4 i 丁+う 蝣I 11 872 凌 1 9,4 5 2

税 人 数
完 全 納 税 者 7 0 ,3 5 4 6 9 ,1 9 3 7 0 .8 5 4 7 4,5 0 6 8 0.0 4 7

敬 計 8 7 ,4 0 0 8 9 ,8 0 9 9 竣 6 3 7 ;> '.'.-I -i - 1 0 4,0 4 2

… 小 .計 ま 2 4,4 5 1 1 2 8 .5 5 8 1 3 5 .4 2 3 1 4 ま,3 1 3 1 5 1,4 3 3

… 法 人 調 馴 ニ数 ト. I 8 '.' 8 ,7 0 0 8 ,3 2 8 gt3 3 5 1 0 .5 9 6

回 教 土 地 及 家 屋 6 6 ,0 1 1 7 ユ,2 1 2 7 5 .5 1 3 7 8,6 9 1 8 4 ー9 0 8

産

愛 機

償 却 溌 産 1.7 5 5 C 1 ,6 8 9 ) ( 1 ー9 0 7 ) ( 2 .1 0 7 ) I
( 2 ,2 6 7 )

小 言十 6 7 ,7 6 6 7 1 ,2 1 2 7 5 ,5 1 3 7 8 ,6 9 1 8 4 ,9 0 8

軽 自 動 車 税 5 4,0 3 8 寸 ト,6 3 5 6,9 9 2 6 2 .4 4 9 6 4 ,5 2 0

合 計 2 5 4,? 5 5 2 5 4 ,1 0 0 2 7 6 ,7 5 6 2 9 1,7 8 8 J l l. 1 i T

・̂-i- 蝣蝣、 E 増 加 数 1 0 ,3 9 3 ∠ゝ 6 5 5 2 2 ,6 5 6 1 5 ,0 3 2 2 0 .2 2 8

+ + 伸 張 率 碑 1 0 4 9 9 .7 1 0 9 1 0 5 1 0 7

(注)4 3-46年度の償却崇産に係る( )番は土地及び家屋に含む

璃　市税収入状況
(単位　千円)

税 目 」 〔 窓
4 5 4 6

調 定 故 '-.蝣蝣, ¥ vM 収 入率 絢 約 寵 額 t 収 入 額 ! 収入 率 (殉

.市

個
溌 At] 七 十 5 8 8,9 4 0 5 5 9 ,1 8 2 9 5.0 8 3 8 2 0 0 6 7 8 ,7 0 0 8 1.0

A '蝣・; sij. ''i¥ 'i¥ 9 4 5ー1 5 4 9 4 5 ,1 1 0 9 9 .9 i ,2 6 4,6 0 0 1 ,2 8 7,1 7 6 1 0 1.8

民
分

新 1 ,5 3 4,0 9 4 i ,5 0 4ー2 9 2 9 8 ⊥ 2 .1 0 2 .8 0 0 1 ,9 6 5 ,8 7 6 9 3.5

m . 法 人 分 8 0 1汚 い古 7 9 2 ,8 8 9 9 8 .9 9 3 2ー2 0 0 】 9 1 9 ,7 4 7 9 8.7 一

極 8 8 5 ,6 2 3 9 5 .1
j蝣 ,:!

2 ,3 3 5,6 0 2 2 2 9 7 ,1 8 1 9 8ー4 3 .0 3 5▼0 0 0

捕

s
東

痩
H

笠 巨 地家屋償却細
1ー6 9 1 ,0 7 3 1 ,6 6 6 ,0 3 2 9 8,5 2 ,0 6 8 ,1 0 0 2 ,0 4 0 -0 0 8 9 8.6

焚 付 金 9 納 付 金 1 2 3 ,9 6 3 … 1 2 3 ,9 6 3 1 0 0 1 3 5 ,1 5 9 1 3 :"..l j 'J 1 0 I1

小 計 1 ,8 1 5 ,0 3 6 … 1 ,7 8 9 ,9 9 5 9 8 .6 2 .2 0 3ー2 5 9 2 ,1 7 5 .1 6 7 9 8.7

m
原 動 機 付 自 転 車 2 6,4 2 7 2 5 ,0 1 4 ')蝣! 丁 2 5 ,4 9 3 2 4ー3 9 3 9 5 .7

良 軽 自 動 車 1 0 1 ,4 5 5 9 6ー0 3 1 9 4 .7 1 1 7,3 1 9 1 1 1 ,9 0 6 9 5.4

勤

番

i-~

二 鶴 小 型 車 1 ,0 8 9 9 7 6 8 9 .6 1 ,6 2 9 1 ,5 1 6 9 3.1

/j、 音ナ 1 2 8 ,9 7 1 … 1 2 2 ,0 2 1 鵬 1 4 4 ,4 4 1 1 3 7 ,8 1 5 9 5.4

iこ は こ 消 慶 税
6 3 1 ,6 8 0 … 6 3 1 ,6 8 0 1 0 0 6 8 9 ,嶺8 1 6 G 9ー4 8 1 … 1 0 0

堰
皮

-ri l l 3 1 7 ,0 5 0 3 1 7 ,0 5 0 ー 1 0 0 3 5 4ー5 3 7 3 5 も5 3 7 1 0 0

ヌも
ガ ガ ス 4 2 .4 7 7 4 2 ,4 7 7 ユ0 0 4 も8 9 3 ー8 9 3 1 0 0

ス
'蝣f 1- ..i

3 5 9 ,5 2 7 … 3 5 gー5 2 7 l o o 3 9 9 ,4 3 0 3 9 9ー4 3 0 1 0 0

十 |-i 蝣; , 七 十 1 8 … 1 8 1 0 0 3 8 3 3 8 6 .8

商 品 券 発 行 税 1 0 ,0 3 2 1 0 ,0 3 2 1 0 0 1 1 ,5 3 9 1 1 ,5 3 9

9 8 .5 4 3 嶺,8 0 0 4 2 8 ,8 8 9

1 0 0

都 市 計 画 税
3 4 1 ,3 1 4 … 3 3 6 ,2 6 0 lJ S .D

旧 法 税 収 入
O i 0 0 0 0 0

合 計
5 ,6 2 2 ,1 8 0 … 5 t5 鴫 7 1 4 9 8 .7 6 ,9 1 7 ,9 8 8 6 ,7 2 8 ,2 7 ? 9 7.3

滞 納 繰 越 分 1 7A ー6 2 2 5 5 ,7 9 9 i 3 2一O 1 7 8 ,0 0 0 5 1 ,7 2 4 2 9 1

'"-蝣蝣 ..i
5,7 9 6郎 2 巨 6 0 2 ,5 1 3 9 6 .6 7 ,0 9 5ー9 8 8 6 ,7 8 0ー0 0 1 9 5▼5
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埴　納税貯蓄組合に関する詞
( 単 位 千 円 )

区 分

a -s -a

m 」 ・

税 目 調 定 数

(鵡

組 合 納 付 敬
収 入 寒 fi ft e

交 封 金

的

割 合 * * a

年度
員 数

件 数 金 額 ㈲

( 豊 ) ∴ +
変 付 基 準

蝣1 2 1,0 6 1 5 2 ,9 1 9

市 民 税 3 5 3 .0 3 7 5 0ー6 5 6 1 7 0 S 2 5 4 8 .3

2 1 ,0 5 4 1 .3

納 期 内 に完 納勘定 資産 税 1 ー1 7 5 ,6-1 7 1 5 2 ▼8 4 2 4 5 2 .9 6 1 3 8 .5

牽 自動 遼 税 8 1 ,4 4 8 1 8,5 9 4 2 5 5 5 8 3 1 .3 し た 市 税 の

計 1 ,6 1 0 ,1 0 2 2 2 2,0 9 2 6 4 9 β4 4 4 0 .3 1 0 0 分 の 3

(激 高 3 ,0 0 0

4 3 1.0 7 0 5 3 -7 2 5

市 民 税 4 0 8 ,4 1 8 4 7,2 9 9 1 8 6 ,9 1 7 4 5 .7

2 4 ,0 6 3 1 ー3

秘愛 資産 税 1 ,4 1 0,6 2 6 1 5 8,7 2 4 5 4 5 線5 9 3 8 .7 門 ) と

軽 自動 車 税 9 7 ,4 0 5 1 5,6 8 6 2 9 2 3 6 3 0 .0 領 収 者 1 枚 に

討 1 ,9 1 6,4 4 9 2 2 1,7 0 9 7 6 1 ,6 1 2 3 9 .7 つ き 1 0 円

均 等 剖 領 収藩

4 4 lー0 4 4 5 4,8 6 0

ib K H 4 8 2,4 6 2

+

4 5ナ7 1 4 2 0 0 ,7 1 3 4 1 .6

2 6 ,3 0 5 12

勘 定 餐慶 祝 1 ,6 4 7,5 7 3 1 6 2 ,0 2 2 6 2 0 .7 3 3 7 .7

.軽 自動 車 税 1 1 3,6 2 3 1 8,4 2 2 3 1 ,6 4 1 2 7 ー8 1 枚 につ き

計 2 ,2 4 3 ▼6 5 8 2 2 6 ,1 5 8 8 5 3 .0 8 7 3 8 ー0 3 0 円 、5 0 円

4 5 1,0 7 5 5 7 ,7 0 0

市 箆 税 5 8 8 ,9 4 0 4 3 ,6 0 2 ご3 5 ii-i ; 4 0 .0

3 0 .3 6 5 ll

親 愛 資産 税 2 .0 3 2 ,3 8 7 1 6 も0 3 4 7 5 0 .1 0 0 3 6 .9

凝 自動 車 税 1 2 8,9 7 1 1 8 ,4 2 2 3 2 澄0 8 2 5 ー2

計 2 ,7 5 0,2 9 8 2 2 5 .7 1 4 1 0 1 8 2 5 5 芦7 .0

壕 6 i,0 4 7 5 9,1 5 1

市 箆 税 8 3 8 2 0 0 4 7,1 8 9 2 9 1 お4 3 3 4 .8

3 5 .7 3 7 1 .0

碗 窺 資産 税 2 ,5 0 2 ,9 0 0 1 7 2 ,0 7 4 8 9 9 D 8 9 3 5 .9

軽 自動 車 哉 1 11 寸.4 4 1 2 0 ,0 9 4 2 8 ー7 芝2 1 9 .9

計 3 ,4 8 5 ー5 4 1 2 3 9 ,3 5 7 !1 2 1 9 β5 4 3 5 .0

し-巨"! i;ミ!~・、i瀕はii憎.輔;?''蝣>・':*上-x v、ミ　こ-~1し,-こ! 1-し、　二㌻皇fi iセ.Tは　　　捕tLこ†む
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